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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
臼杵市食文化創造都市推進室の首藤です。先ほどの、佐藤陽平さんの事例発表にもありましたが、臼杵の食文化の特徴を紹介いたしますと。
一つ目は400年以上前から臼杵の産業を支えている発酵醸造業。
（味噌醤油の生産量は大分県が全国屈指にありますが、そのうちの9割以上は臼杵で作られています。）
二つ目は江戸時代の質素倹約の精神から生まれた郷土料理があります。
（写真はクチナシの実を使った黄飯や魚の中落ちを使ったきらすまめしと言うものです。倹約の中にも明るく華やかな工夫があります。）
三つ目が土づくりからこだわった野菜たちです。

こうしたものは、臼杵の水をはじめとする環境が支えてくれているものです。　SDGｓを視野に入れた創造都市の到達目標とアプローチと言う意味で言えば、まずはこの環境を次世代につなぐ。また、食文化を活かした産業振興。とりわけ、初期の段階にあるので市民がいかに理解し、参画していくような土壌を作っていくかと考える
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
協議会の組織図です。商工団体などの代表で組織し、かねてから創造都市を推進している経済同友会やSDGSの第一人者の須藤教授などにアドバイザーとして参画していただいている。その下部機関として、ワーキンググループを置いている。市の関係部署は、産業部門、農林、文化、教育、移住等の部署で事務局を組織している。
来年度は、より、地域に根差し、意見を吸収できるよう、有機農業以外の農業生産者や地域振興協議会なども巻き込む予定。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
日本スローフード協会に委託しているスローフードの勉強会。全6回。市民が地球にやさしい暮らしを勉強。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これは、スローフードアカデミーの一場面。
今後、自分たちができるプロジェクトを整理し、発表。
【気づき】アカデミーで一番ワクワクしたこと／心に残っていること／気になって仕方がないことは？
【アイデア】自分の生活／仕事／臼杵のまち／日本や世界の中で取り組むとしたら、どんなことができそう？
【仲間づくり】どんな人と一緒にやる？どんな場所で？どんな風に？
【未来予想図】そのプロジェクトはいつまでに、どんな風に育てていきたい？

行政ばかりが取り組んでも、意味がない。市民自らが行動を起こしてほしい、先ほどのアンバサダーやスローフードアカデミーでネットワークがうまれ、そのネットワークが小さくても自らあらたな行動を起こす。それが広がっていけばいいなと思う。市民や事業者が常に創造的なことに取り組んでいる街でありたい。（そうすれば、いずれは予算は必要なくなる）
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
シンポジウムでは、サステナブルガストロノミーとはと題して、ＳＤＧｓを意識したパネルディスカッションを。
（著名人を呼んで、より多くの人に興味を持っていただけるよう、）

（サステナブル・ガストロノミーとは、食材の産地、栽培方法、市場、それが食卓に届くまでの各段階で、 サステナビリティ (持続可能性) を意識した食・食文化を指します。私たちは、より多くの方々とともに大分県独自の食を取り巻く文化や歴史・環境を守りながら、時代に合わせてアップデートしていくことで、未来の食卓も豊かであり続けることを目指しています。）
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
映画祭。上映したものは環境保全に資するもの。市内有機農業者などのグループ「ひゃくすた」と共同で企画・運営
ひゃくすたの代表は移住してきた有機農業者。移住という面では、移住者からは有機野菜の給食使用への評価が高い。自然も人も健康でが間接的に転入、移住に貢献
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これは、ユネスコ創造都市ネットワークの先輩の鶴岡市の様子。商工会議所の青年部がおこなった創造都市の会議とフェスティバル。臼杵市も声がけをいただいて参加しました。
財源の一部につるおか食のイベント支援補助金が充てられているそうです。本市でも、同様の補助金を準備し、市民の活動を支援していきたいと考えている。
こうした仕掛けで、受け入れ態勢の整備と市民や事業者の取組を支援して、好循環を生み出したい。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
この4月に大分の別府市にあります、立命館アジア太平洋大学、ＡＰＵにサステナビリティ観光学部が新設される。観光だけでなく環境や経済なども取り入れたもので、今後連携を図る。

「環境」「社会」「経済」「文化」の4つの要素を取り入れた9つの科目群（観光学、観光産業、ホスピタリティ産業、環境学、資源マネジメント、国際開発、地域づくり、社会起業、データサイエンスと情報システム）を設ける。（循環型地域社会の形成」や「観光による地域の開発・価値創造」に注目。持続可能な社会づくりを研究する「サステイナビリティ学」と地域の経済・文化に影響を与える「観光」の両面）





